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〇SDGsにおけるZEH・ZEBの位置づけ

2

 SDGs(持続可能な開発目標)とは、2015年9月の国連サミット採択された、
「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、
2030年を年限とする17の国際目標。

政府が2019年6月に決定した『拡大版SDGsアクションプラン2019』では、
日本の優先課題の一つである「省エネ・再エネ、気候変動対策、循環型社
会」の分野における具体的な取組として、ZEH・ZEBによる住宅・建築物の
省エネ化・低炭素化の推進が挙げられている。
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〇ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ZEB）

【出所】 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル） - 各種支援制度 | 事業者向け省エネ関連情報 | 省エネポータルサイト (meti.go.jp)



〇ZEBの定義（イメージ）

【出所】 平成30年度 ZEBロードマップフォローアップ委員会とりまとめ（案），平成31年2月
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【出所】今後の住宅・建築物における省エネ対策のあり方（第三次答申）、建築基準制度のあり方（第四次答申）に向けた主な審議事項と議論の方向性,
社会資本整備審議会, 第 45 回建築分科会、第 20 回建築環境部会及び第 17 回建築基準制度部会合同会議, 令和 3 年 10 月 4 日 5



〇2030年に向けた住宅・建築物の対応
（第６次エネルギー基本計画）（2021年10月）

住宅・建築物の省エネルギー対策
建築物省エネ法を改正し、省エネルギー基準適合義務の対象外である住宅及
び小規模建築物の省エネルギー基準への適合を2025年度までに義務化する。

2030年度以降新築される住宅・建築物について、ZEH・ZEB基準の水準の
省エネルギー性能の確保を目指し、誘導基準・住宅トップランナー基準を引
上げるとともに、省エネルギー基準の段階的な水準の引上げを遅くとも
2030年度までに実施する。

ZEHやZEBの実証や更なる普及拡大に向けた支援等を講じていく。さらに、
既存建築物・住宅の改修・建替の支援や、省エネルギー性能に優れリフォー
ムに適用しやすい建材・工法等の開発・普及、新築住宅の販売又は賃貸時に
おける省エネルギー性能表示の義務化を目指す。

建材についても、2030年度以降新築される住宅・建築物について、ZEH・
ZEB基準の水準の省エネルギー性能の確保を目指し、建材トップランナー制
度における基準の強化等の検討を進める。加えて、省エネルギー基準の引上
げ等を実現するため、建材・設備の性能向上と普及、コスト低減を図る。

【出所】 2030年度におけるエネルギー需給の見通し, 資源エネルギー庁, 令和3年10月 6



太陽光発電の住宅・建築物への更なる導入拡大
2050年において設置が合理的な住宅・建築物には太陽光発電設備が設置さ
れていることが一般的となることを目指し、これに至る2030年において新
築戸建住宅の６割に太陽光発電設備が設置されることを目指す。

その実現に向け、例えば、新築の庁舎その他政府の新設する建築物について、
新築における太陽光発電設備を最大限設置することを徹底するとともに、既
存ストックや公有地等において可能な限りの太陽光発電設備の設置を推進す
るなど、国も率先して取り組む。

加えて、民間部門においてもZEH・ZEBの普及拡大や既存ストック対策の充
実等を進めるべく、あらゆる支援措置を検討していく。
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〇2030年に向けた住宅・建築物の対応
（第６次エネルギー基本計画）（2021年10月）

【出所】 2030年度におけるエネルギー需給の見通し, 資源エネルギー庁, 令和3年10月



【出所】
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/tokyo_coolhome_coolbiz/coolhome_biz_thirashiposter.images/HTT_v
irtual_background.jpg, HTT_virtual_background.jpg (1280×720) (tokyo.lg.jp)

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/solar_portal/program.files/220909taiyokogaiyo.pdf 8
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2050 年のゼロエミッションの実現とその実現の鍵を握る
2030年までの都内温室効果ガス排出量を 50％削減する。
カーボンハーフを達成するために、あらゆる分野の取組を大胆に強化し、
国際的なリーダーシップを発揮していく。
生物多様性を回復し、より良質な都市環境の実現に取り組むことに加え、
持続可能な消費・生産を実現して、東京から消費と生産のあり方を変革
していく。
東京の2030年目標（2030年カーボンハーフ）

 都内温室効果ガス排出量 50％削減 （2000年比）
 都内エネルギー消費量 50％削減 （2000年比）
 再生可能エネルギーによる電力利用割合 50％程度

〇 東京都の目指す将来像

出所：東京都キャップ＆トレード制度第１回「削減義務実施に向けた専門的事項等検討会」，令和４年９月22日（木曜日）



10
出所：社会資本整備審議会建築分科会, 第 23 回 建築環境部会 及び 第 20 回 建築基準制度部会 合同会議, 令和 4 年 1 月 20 日



11出所：国土交通省，建築物の販売・賃貸時の省エネ性能の表示ルールについて（とりまとめ） 【概要】 ，2023年3月3日



12出所：国土交通省，建築物の販売・賃貸時の省エネ性能の表示ルールについて（とりまとめ） 【概要】 ，2023年3月3日



• 未評価技術に関する省エネ評価の課題を踏まえ、「大臣認定制度」
等について、運用改善を図り、未評価技術の評価の円滑化を図る。

① 認定プロセスの改善
② 評価の想定条件の整理
③ 性能評価の機会拡大

• 省エネ基準の適合義務化及びその水準の引き上げが先行している。
• 非住宅建築物のZEB化の取組みに資する未評価技術について、
空気調和・衛生工学会が公表しているWEBプログラムにおける未評
価技術15項目を当面の検討素材として取組みを進める。

〇未評価技術に関する評価の見直し方針案

【出所】 社会資本整備審議会 建築分科会 建築環境部会，建築物エネルギー消費性能基準等小委員会，2023年１月25 日 13



〇空気調和・衛生工学会のＷＥＢプログラムの未評価技術 15項目
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新菱神城ビル

二つのメインコンセプト、ファサードシステムと基準階空調システムによる＋１フロア
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新菱神城ビル 基準階の空調システム -２つの空調方式によるゆとりの『＋１』フロア-

基準階の空調システムとして『ダイナミックレンジ放射空調』と『変風量コアンダ空調』を採用
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天井高さを確保しながら低階高を実現
⇒高さ制限の中で『＋１』フロアが可能に！

ダイナミックレンジ放射空調システム(6-8階)

「Air-Soarer」による変風量コアンダ空調(3-5階)
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吹出口
(Air-Soarer)導光板照明 RA

基準階に導入した2つの空調システムがどちらも低い階高・十分な天井高を実現し高さ制限でも一層加えることを実現 16



新菱神城ビル 基準階の空調システム -２つの空調方式によるゆとりの『＋１』フロア-

空調方式の工夫による低天井高の実現

ダイナミックレンジ放射空調システム(6-8階)「Air-Soarer」による変風量コアンダ空調(3-5階)
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17基準階の空調には「コアンダ空調システム」 と「ダイナミックレンジ放射空調システム」を開発、導入した 17



新菱神城ビル 基準階の空調システム -２つの空調方式によるゆとりの『＋１』フロア-

空調方式の工夫による低天井高の実現

ダイナミックレンジ放射空調システム(6-8階)「Air-Soarer」による変風量コアンダ空調(3-5階)
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ほぼ同様の意匠を実現しているが、システムは全く別でありそれぞれに収まりを工夫している。 18



新菱神城ビル 基準階の空調システム -２つの空調方式によるゆとりの『＋１』フロア-

空調方式の工夫による低天井高の実現

ダイナミックレンジ放射空調システム(6-8階)「Air-Soarer」による変風量コアンダ空調(3-5階)
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19両社とも階高3450mmで天井高2800mmを実現した。
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三つの主眼点

• 変風量コアンダ空調システムを実現する『Air-Soarer』

快適・省エネルギーを両立し、階高3450mmで天井高2800mm

• ダイナミックレンジ放射空調システム
• 年間システムCOP 8.1の高温冷水

• 「ZEB Ready」の達成と省エネ技術
• 実績で410MJ/㎡年

2020



新菱神城ビル

『Air-Soarer』はコアンダ効果を利用するダクトレス空調を実現する吹出口である。

変風量コアンダ空調システムを実現する『Air-Soarer』の開発

事務室空調機

天井ダクト無し

コアンダ効果

気体や液体の噴流の軌道が、近

くの面に吸い寄せられる現象

室奥まで風を届け、撹拌し、

空間の均一な空調をする。

コアンダ効果を利用したダクトレス空調の実現
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Air-Soarer



新菱神城ビル

従来のコアンダ空調は定風量でないと実現が難しく、ファン動力が大きい。部分負荷に対応しずらい。

変風量コアンダ空調システムの省エネルギー効果

従来のコアンダ空調の課題

×

従来のコアンダ空調では変風量制御ができず、風量が小さいと風速が下がり落下してしまう！
ファン動力が大きい。部分負荷に対応しずらい。

吹出口

コアンダ

𝐸𝐸 = 𝛼𝛼𝑄𝑄3
E：消費電力 Q：吹出風量

22



新菱神城ビル

従来のコアンダ空調は風量が小さくなると冷房時気流が足りずに室奥まで空気が届かない。

従来のコアンダ空調の課題

風量 小

風量 大

風速が足りず
気流が落下！

コアンダ効果により
気流は室奥に到達

変風量コアンダ空調システム『Air-Soarer』の省エネルギー効果

23



新菱神城ビル

『Air-Soarer』の特徴

自律式風速一定吹出口 380

側面図

吹出口

風受け
アルミ板

回転軸（ボールベアリング）

おもり（位置調整により
風速調整可能）

吸込口

風量大 風量中 風量小

風量に応じて、羽を風圧で開閉。小風量時は羽が閉じて開口を絞り、吹出風速を維持！

『Air-Soarer』は風量に応じた風圧で開口面積が変化し、吹出風速を自律的に維持する

変風量コアンダ空調システム『Air-Soarer』の省エネルギー効果
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Air-Soarer



新菱神城ビル

『Air-Soarer』により変風量でも吹出風速を維持する

『Air-Soarer』は風量が小さくても、吹出風速が維持され、室奥まで空気を届けることが可能である。

風量 小

風量 小

風量 大

変風量コアンダ空調システム『Air-Soarer』の省エネルギー効果
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Air-Soarer



新菱神城ビル

変風量によるエネルギー消費量の削減効果を検証

テナントビルではスペック維持のため風量が大きくなりがちだが、実態は必要風量は小さい。これにより送風動力83%削減
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変風量コアンダ空調システム『Air-Soarer』の省エネルギー効果
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30%-40%が最頻。
部分負荷時のエネル
ギー削減が重要
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新菱神城ビル 変風量コアンダ空調システム『Air-Soarer』の省エネルギー効果 既往の技術との親和性
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0

100

200

300

400

500

600

0 2 4 6 8 10121416182022242628303234

出
現

頻
度

［
h
］

外気乾球温度［DB℃］

冷水利用

冷水＋外気冷却

外気冷房

自然換気

60%

40%

20%

10%

30

40

50

60

70

80

90

0.000

0.002

0.004

0.006

0.008

0.010

0.012

0.014

0.016

0.018

0.020

0.022

0.024

0.026

0.028

0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40

絶
対

湿
度

［
k
g
/
k
g
D

A
］

空 気 線 図

2008.9.18

SD3SSSK

ヒートポンプ

チラー

66%

外冷＋チラー

9%

外冷のみ

14%

自然換気

11%

4912.8

3795.6

620.7

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

低温冷水のみ

（想定値）

低温冷水+高温冷水

（実績値）

消
費

電
力

量
[k

W
h

]

低温冷水 高温冷水

76.9 

40.7 

低温冷水熱量[GJ]
高温冷水熱量[GJ]

35%
システム
COP=8.1

65％
システムCOP=
4.5

システム
COP= 4.5 システム

COP= 4.5

約10%減

システム
COP= 8.1

高温冷水
往還

低温冷水
往還

高温冷水利用や自然換気、外気冷房など、既往の技術との親和性が高く、実測においても効果が見られた。



新菱神城ビル

変風量コアンダ空調システムの年間消費電力の削減効果

変風量コアンダ空調システムにより、システム全体で大幅な省エネルギー化が可能となる
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変風量コアンダ空調システム『Air-Soarer』の省エネルギー効果
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ZEB Readyの達成

新菱神城ビル 「ZEB Ready」の達成と省エネ技術

建物全他のエネルギー消費は実績値で410MJ/h・年となり、設計一次よりも小さく運用できていた。
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〇寒冷地から温暖地まで多彩な建築事例が存在
• 断熱仕様はZEHの定義より「やや高め」、太陽光発電は「大容量化」
する傾向がある。

• 耐震設計や全館空調など工夫を凝らしたZEHが続々登場している。

出所：月刊スマートハウス編集部『ZEH MASTER2021』におけるZEH事例集より抜粋 30



〇防災・レジリエンス・自家消費に対応した次世代ZEH
• 蓄電システム、V2H（Vehicle to Home）、EV充電器の標準化が見られる。
• 新しい生活様式に対応したニューノーマル提案としてIoT活用や郊外・テレワー
ク需要等を想定した平屋ZEHもある。

出所：月刊スマートハウス編集部『ZEH MASTER2021』におけるZEH事例集より抜粋 31



〇更なる先進的な建築事例
• HEAT20におけるG2グレードの標準化やG3グレードでの設計がなされている。
• 高いレベルの省エネ住宅である LCCM住宅や集合住宅版 ZEH-Mも増えて
きている。

出所：月刊スマートハウス編集部『ZEH MASTER2021』におけるZEH事例集より抜粋 32



〇 住宅・建築物における課題 1

• ストックの省エネ改修や再エネ設備の導入促進も重要である。
• 既存建築物・住宅の改修・建替の支援も充実しつつある。
• 国内の5,000万戸を超える既存住宅の多くは断熱性能が劣っている。これ
らを対象とした省エネ改修に対する住宅金融支援機構による低利融資制
度の創設や、市町村が定める再エネ利用促進区域内について、建築士か
ら建築主への再エネ導入効果に関する説明義務を課すことになっている。

• 省エネルギー性能に優れリフォームに適用しやすい建材・工法等の開発・普
及や、吸収源対策としての木材利用拡大も進められている。
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〇 住宅・建築物における課題 2

• 販売・賃貸時における住宅や建築物の省エネルギー性能の表示ルールの
検討も始まっている。

• 住宅やオフィス等を求める際には、駅近などの立地条件や空間の広さ、間
取りが気になるところだが、それと合わせて省エネルギー性能を踏まえた物件
選択を可能とするため、販売・賃貸を行おうとする建築物について、その広
告を行うときに省エネルギー性能を多段階評価で表示することになる。

• 新築だけでなく既存建築物についてもその特性を踏まえて表示する方法を
検討中である。

34



〇 住宅・建築物における課題 3

• 減少傾向にある非住宅建築物の着工数は2021年度には約50,000件
であったが、そのうちでZEBは未だ200件程度と全体の0.4％に過ぎない。

• 建築物省エネルギー性能表示制度（BELS）におけるZEBの取得状況に
よると2021年度には約640件となっており少ないながらも着実に増加しつ
つある。

• 全国知事会による脱炭素・地球温暖化対策行動宣言（2022年7月）
においての宣言通り、公共施設のZEB化も進みつつある。

• ちなみに2021年度の新築注文戸建て住宅は約280,000戸であり、約
27%の75,000戸がZEHであった。 35



〇 住宅・建築物における課題 4

• 総量削減義務と排出量取引制度（キャップ＆トレード制度）における地
球温暖化対策事業所から提出される点検表を分析すると、従来の高効
率機器の導入に加えてBEMSによるエネルギーマネジメント、等の運用対
策の余地が増加してきている。

• アンケート結果からも、削減対策（省エネ）について自動制御関係の対
策が多く進められている。

• 設備システムのポテンシャルを引き出すことのできる自動制御や運用方法の
改善がより一層求められる。性能評価やコミッショニングが重要である。

• DXによる最適制御の可能性に期待したい。 36



〇 おわりに

• 我々は、現在、地球環境問題とCOVID-19の感染症によるパンデミックとい
う相互に関係はあるが性格の異なる大きな問題に直面している。さらには、
ロシアのウクライナ侵攻によって世界規模のエネルギー危機が起こっている。

• こうした状況を千載一遇のチャンスとして、あらゆる仕組みの見直しができる
かということが問われている。

• 今こそ新たな働き方、生活スタイルを読み解いた上での建築を考える好機で
あると前向きに捉えたい。

• ニューノーマルに適合した建築ストックの確保を実現すること、すなわち、脱炭
素時代の建築におけるグレートリセットが必要である。 37


